
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
た
町
で
は
８
月
１
日
と
８

日
に
、
余
市
警
察
署
、
観
光
協
会
、

商
工
会
、
町
な
ど
を
中
心
に
計
70
人

配
布
し
ま
し
た
。

夏
の
暑
さ
が
影
を
ひ
そ
め
、
海
浜

キ
ャ
ン
プ
や
海
水
浴
客
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参

８
月
３
日
、
平
成
20
年

度
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
北
海

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

競
技
に
は
、
本
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
14
人
が

参
加
、
自
由
形
や
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、

リ
レ
ー
に
出
場
し
上
位
に
入
る
健
闘

ぶ
り
と
あ
わ
せ
、
全
道
の
仲
間
た
ち

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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道
大
会
の
水
泳
大
会
が
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
全
道
９
市
町
の
海
洋

セ
ン
タ
ー
か
ら
小
中
高
生
合
わ
せ
て

約
１
４
０
人
の
選
手
や
役
員
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
本
町
の
ジ
ュ
ニ
ア

ス
イ
ミ
ン
グ
の
菊
谷
静
海
さ
ん
（
美

国
中
３
年
）
が
選
手
を
代
表
し
、

「
全
道
の
仲
間
た
ち
と
豊
か
な
時
間

を
過
ご
す
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持

が
参
加
し
、
海
水
浴

客
ら
で
賑
わ
う
町
内

の
海
岸
線
で
ご
み
持

ち
帰
り
を
呼
び
か
け

る
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

町
内
を
テ
ー
プ
に

よ
る
啓
発
車
に
よ
り

ご
み
の
持
ち
帰
り
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、

参
加
者
は
２
班
に
分

か
れ
て
海
水
浴
客
や

釣
り
人
で
賑
わ
う
海

岸
や
漁
港
な
ど
13
箇

所
で
「
海
辺
を
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
促
す
チ
ラ
シ
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
約
７
０
０
個

加
者
は
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
キ
ャ
ン
プ
で
出
た
ご
み
や
海
岸

へ
の
漂
着
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
始
め
た
ご
み
持
ち
帰

ち
帰
り
に
理
解
を
求
め
、
広
域
的
な

運
動
へ
の
広
が
り
と
運
動
を
一
層
定

着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

り
運
動
で
す
が
、
先

月
行
わ
れ
た
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
な
ど
地
球

規
模
で
の
環
境
問
題

に
対
す
る
国
民
意
識

の
高
ま
り
も
相
ま
っ

て
か
、
ご
み
持
ち
帰

り
の
呼
び
か
け
に
対

す
る
利
用
者
意
識
の

変
化
や
マ
ナ
ー
の
向

上
が
見
ら
れ
、
ご
み

も
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
み
の

不
法
投
棄
は
依
然
と

し
て
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。地

域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
ご
み
の
持
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社会保険庁では、年金受給者及び被保険者の方に年
金記録の確認をお願いしております。
本年４月から５月までの間に年金受給者の方、６月

から10月までの間で現役加入者の方に「ねんきん特別
便」（緑色の封筒）をお届けします。
なお、現役加入者で、自営業、専業主婦、学生など

の方には、直接ご本人へお届けし、会社勤めの方には、
会社を通じて（会社のご協力が得られた場合）又は直
接ご本人へお届けします。
■「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録に「もれ」
や「間違い」がないか十分にご確認いただき、「もれ」
や「間違い」がある場合も、ない場合も、同封され
ています「年金記録回答票」にて、必ずご回答くだ
さいますようお願いします。

●特に、３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」
が届いた方は、年金記録にもれがある可能性が高い
方です。「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話い
ただきますと、結びつく可能性のある記録について
お答えできます。
平成８年以前に旧姓で年金に加入していた方は、

記録がもれている可能性がありますのでご注意願い
ます。

ご確認いただくに当たっては、
「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・一般電話・携帯電話からは †0570－058－555

・ＩＰ電話・ＰＨＳからは †03－6700－1144

その他年金に関するお問い合わせは
小樽社会保険事務所（℡ 0134－23－4231）まで。

第58回目となる「社会を明るくする運動」が
全国的に展開される中、７月22日に余別地区コ
ミュニティセンターで積丹町住民集会が開かれ、
同運動の一環として行われている標語・作文に
おいて入選した町内の児童生徒11人に対する表
彰式などが行われました。また、25日に仁木町
民センターで行われた北後志住民集会では、北
後志管内の児童生徒から応募された標語、作文
の入選者の表彰式が行われ、当町からは次の２
人が入選しました。

北海道及び地元４町村（泊村、共和町、岩内町及び
神恵内村）では、本年４月に北海道電力㈱から「泊発
電所周辺の安全確保及び環境保全に関する協定」（安全
協定）第２条に基づき、泊発電所３号機におけるプル
サーマル計画に関する事前了解の協議の申し入れを受
けました。
プルサーマル計画については、安全性の確保を最優

先として慎重な検討が求められることから、現在、北
海道では地元４町村と共同で、地元住民をはじめとし
た道民の皆様方からのご意見などを広くうかがいなが
ら、「プルサーマル計画に関する有識者検討会議」によ
り、プルサーマル計画の安全性について科学的かつ専
門的な見地から検討を進めています。
詳しくは、北海道のホームページをご覧ください。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/gat/p_top.htm
なお、検討状況については、後志支庁においても関

係資料の閲覧が可能です。
【問い合わせ先】
北海道総務部危機対策局原子力安全対策課環境安全
グループ（℡ 011－204－5012）

小樽人権擁護委員協議会では、特設人権・困
りごと相談所を開設します。
人権問題、結婚・離婚・夫婦・親子などの問

題、不動産・金銭のトラブル、うわさ・暴言に
よるいやがらせ、雇用・解雇・給与などの問題、
児童・生徒のいじめ・体罰の問題、差別問題、
その他日常生活の中のさまざまな問題でお困り
の方はお気軽に相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。

【と　き】９月28日A 午前10時～午後３時
【ところ】積丹町総合文化センター １階娯楽室
【相談員】人権擁護委員
【問い合わせ先】札幌法務局小樽支局総務係

（℡ 0134－23－3012）

平成20年９月１日現在で調製する石狩後志海
区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登載につい
て、昭和63年12月６日以前に生まれた方で積丹
町内に住所または事業場を有し、１年に90日以
上、漁船を使用する漁業を営む漁業者または漁
業従事者は、登載申請書を９月５日までに町選
挙管理委員会、役場余別支所及び同入舸支所へ
提出してください。
なお、名簿登載申請書は、町選挙管理委員会、

役場余別支所及び同入舸支所にあります。
【問い合わせ先】
町選挙管理委員会（℡ 44－2111 内線212）

▲




